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社会福祉法人三島市社会福祉協議会 

平成 30 年度事業報告書 

 

近年、少子高齢社会の急速な進展や地域社会・家庭機能の変化が重なり、支援が必要な

一人暮らし高齢者や認知症高齢者の増加をはじめ、高齢者等の孤立死、児童虐待、いじめ、

貧困の拡大など、福祉や生活に対する様々な課題が深刻化し、家族の絆や地域住民の支え

あい、交流の大切さなどが改めて重要視されています。また、毎年のように発生する大規

模な自然災害においても、地域住民の支えあいの重要性が特に注目され、自主防災活動や

地域の見守り活動、災害ボランティアの活動などにも大きな期待が寄せられています。 

三島市では、「第 3 次三島市地域福祉計画」を策定し、「ふれあい、支え合い、思いやり

の気持ちを実践するまち」の基本理念に基づき、「地域福祉への関心と市民参加を高める

意識づくり」、「地域をつなぎ福祉基盤を充実する仕組みづくり」、「健康で安全・安心に暮

らせる環境づくり」の 3つの目標を掲げておりますが、多岐にわたる施策を推進するため

には、地域ぐるみで地域の福祉課題に取り組む体制が求められます。このため、この計画

との整合を図りながら本会が策定した「第 3次地域福祉活動計画」が一体となって、地域

ぐるみで地域の福祉課題に取り組むべく体制整備等に取り組んでまいりました。 

また、本会では、これまで以上に透明性・公益性を確保するとともに、多くの市民の皆

様に参加・協力していただけるよう、分かりやすい情報発信に努め、社会福祉法に「地域

福祉の推進を図ることを目的」と位置付けられた社会福祉協議会として、広く市民や社会

福祉関係者、行政に支えられた「公共性」と、民間組織としての「自主性」という 2つの

側面を併せ持つ組織力を活かし、地域住民やボランティア、福祉・保健などの関係者、行

政機関との連携により、「市民の誰もが安心して、自分らしく、いきいきと、自立した生

活ができる地域社会の実現」を目指し、各種事業に取り組んでまいりました。以下、各事

業の推進状況等について報告いたします。 

 

Ⅰ 重点項目 

１ 地域福祉活動計画の推進 該当事業：地域福祉推進事業 

２ 
地域における互助の振興を目標とした取

り組みの推進 
該当事業：地域福祉推進事業 

３ 地域における権利擁護の充実 該当事業：権利擁護事業 

４ 地域包括ケアの推進 該当事業：地域福祉推進事業 

５ 広報啓発事業の充実 該当事業：広報啓発事業 

６ 介護事業所等の施設整備の推進 該当事業：指定事業の運営 
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Ⅱ 組織構成と事業体型図 

（平成 31年 3月 31日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役員 11人 

(理事 9人 監事 2人) 

※会長・副会長含む 

会員（住民・関係団体・企業） 

評議員 14人 

総務課 7人 

事務局長 1人 
・法人運営事業 

・社会福祉会館の運営 

・地域福祉推進事業 

・ボランティアセンター事業 

・福祉教育事業 

・広報啓発事業 

・福祉総合相談事業 

・権利擁護事業  

・セーフティーネット事業 

・その他事業の一部 

生活支援員 6人 

振興課 7人 

介護保険室 14人 

公益事業室 38人 

・居宅介護支援／訪問（予防）介護 

・居宅介護／重度訪問介護 

・短期生活援助ヘルパー派遣ほか 

・えがおの運営 

・おんすいちの運営 

・さわじ作業所の運営 

 
老人福祉センター 8人 

生きがい教室    12人 

高齢者世話付住宅 3人 

・老人福祉センターの運営 

・西・東・南小の生きがい教室の運営 

・生活援助員の派遣 
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Ⅲ 実施事業報告 

１ 法人運営事業 

（１）組織運営のための会議等の開催 

    本会の定款に基づき、法人運営に必要な「理事会」、「評議員会」、「監事監査」を

開催しました。 

 

  ①理事会の開催状況 

開催日 議題等 

平成 30年 

6月 12日(火) 

・三島市指導監査における文書指摘事項の改善措置について 

・平成 29年度三島市社会福祉協議会事業報告について 

・平成 29年度三島市社会福祉協議会資金収支決算認定につい

て 

・平成 30年度三島市社会福祉協議会資金収支補正予算書(案)

について 

・修繕請負契約の締結について 

・三島市社会福祉協議会評議員選定委員会に提案する選任候

補者の推薦について 

・評議員会の招集について 

平成 30年 

9月 11日(火) 

・三島市社会福祉協議会評議員会に提案する社会福祉法人三

島市社会福祉協議会定款の一部改正(案)について 

・平成 30年度三島市社会福祉協議会資金収支補正予算書(案)

について 

・平成 30年度三島市社会福祉協議会社会福祉大会における三

島市社会福祉協議会会長表彰について 

・評議員会の招集について 

平成 30年 

12月 11日(火) 

・平成 30年度三島市社会福祉協議会資金収支補正予算(案)に

ついて 

・三島市社会福祉会館の管理に関する協定書の締結について 

・評議員会の招集について 
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平成 31年 

3月 19日(火) 

・社会福祉法人三島市社会福祉協議会職員の給与に関する規

程の一部を改正する規程(案)について 

・平成 30年度三島市社会福祉協議会資金収支補正予算(案)に

ついて 

・平成 31年度三島市社会福祉協議会事業計画(案)について 

・平成 31年度三島市社会福祉協議会資金収支予算(案)につい

て 

・生活介護事業所おんすいち施設長の選任及び解任について 

・評議員会の招集について 

 

②評議員会の開催状況 

開催日 議題等 

平成 30年 

6月 27日(水) 

・平成 29年度三島市社会福祉協議会事業報告について 

・平成 29年度三島市社会福祉協議会資金収支決算認定につい

て 

・平成 30年度三島市社会福祉協議会資金収支補正予算書(案)

について 

・三島市社会福祉協議会役員(理事)の選任について 

平成 30年 

9月 19日(水) 

・社会福祉法人三島市社会福祉協議会定款の一部改正(案)に

ついて 

・平成 30年度三島市社会福祉協議会資金収支補正予算書(案)

について 

平成 30年 

12月 19日(水) 

・平成 30年度三島市社会福祉協議会資金収支補正予算(案)に

ついて 

平成 31年 

3月 27日(水) 

・平成 30年度三島市社会福祉協議会資金収支補正予算(案)に

ついて 

・平成 31年度三島市社会福祉協議会事業計画(案)について 

・平成 31年度三島市社会福祉協議会資金収支予算(案)につい

て 

 

③監事監査の開催状況 

開催日 議題等 

平成 30年 

 5月 25日(金) 
平成 29年度事業及び決算の監査 

平成 30年 

11月 7日(水) 
平成 30年度中間監査 
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④その他会議の開催状況 

開催日 会議名・議題 

平成 30年 

6月 19日(火) 

評議員選定委員会 

・三島市社会福祉協議会評議員の選任について 

平成 30年 

8月 31日(金) 

正・副会長会議 

・三島市社会福祉協議会会長表彰被表彰者の選考について 

平成 30年 

12月 11日(火) 

理事施設訪問 

・「さわじ作業所」及び「おんすいち」 

平成 30年 

12月 19日(水) 

評議員施設訪問 

・「さわじ作業所」及び「おんすいち」 

 

（２）会費の状況 

区分 
当年度 前年度 

件数 金額 件数 金額 

住民会費 

(1世帯 200円) 
38,597件 6,616,760円 39,203件 6,786,820円 

団体会費 

(1口 1,000円以上) 
52件 108,000円 44件 86,000円 

賛助会費 

(1口 1,000円以上) 
235件 395,000円 227件 397,000円 

合計 38,884件 7,119,760円 39,474件 7,269,820円 

 

（３）寄附金の状況 

区分 
当年度 前年度 

件数 金額 件数 金額 

一
般
寄
附
金 

法人運営拠点区分 26件 906,554円 26件 1,011,616円 

えがお拠点区分 5件 215,910円 5件 90,000円 

さわじ作業所拠点区分 6件 45,000円 4件 41,985円 

おんすいち拠点区分 7件 70,000円 2件 20,000円 

合計 44件 1,237,464円 37件 1,163,601円 
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（４）社会福祉振興基金及び社会福祉整備積立金等の状況 

退職給与積立金は 3 名の退職に伴い 11,547,610 円を取り崩し、年度末必要額ま

で 9,011,690 円を積み立て 66,041,150 円となり、積立金累計額は 776,958,582 円

となりました。 

基金等種類 前年度末積立金 
本年度積立金(上段) 

積立金累計額 
本年度取崩額(下段) 

社会福祉 

振興基金 
542,843,383円 

0円 
542,843,383円 

0円 

社会福祉 

整備積立金 
136,196,713円 

0円 
136,196,713円 

0円 

退職給与 

積立金 
68,577,070円 

9,011,690円 
66,041,150円 

11,547,610円 

資金運用 

積立金 
28,648,336円 

0円 
28,648,336円 

0円 

施設整備 

積立金 
500,000円 

0円 
500,000円 

0円 

車輌購入等 

積立金 
2,729,000円 

0円 
2,729,000円 

0円 

合計 779,494,502円 
9,011,690円 

776,958,582円 
11,547,610円 

 

 

２ 地域福祉推進事業 

（１）地域福祉活動計画の策定及び周知 

「地域福祉活動計画」とは、市町行政が策定した「地域福祉計画」と連携し、住

民及び福祉関係団体や事業者などが地域福祉の推進に主体的にかかわるために、市

町社協が中心となって策定する具体的な活動計画です。 

三島市においては、平成 28 年 3 月に「第 3 次三島市地域福祉計画」が策定され

ました。三島市社協では、この計画との整合を図りながら、第 2 次計画（平成 23年

3月策定）の成果や課題を受け継ぎ、多様化するニーズに対応するため、平成 28年

4 月から平成 32 年 3 月までの 5 か年を計画期間とする「第 3 次地域福祉活動計画」

を策定しました。 

今年度は、昨年度に引き続き、福祉団体・地域住民を対象に講座開催時等に周知

するとともに、本会ホームページから地域福祉活動計画概要版をダウンロードでき

るようにしています。また、市民すこやかふれあいまつりにおいて、地域福祉活動

計画の認知度の調査を実施しました。 
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三島市地域福祉計画・三島市地

域福祉活動計画について 

※対象：79 名 

知っている 15名 

なんとなく知っている 25名 

名前は聞いたことがある 13名 

知らない 17名 

無回答 9名 

 

（２）福祉ニーズの把握 

福祉ニーズに基づく活動を進める為、下記の調査を行いました。 

 

  ①三島市社会福祉協議会が取り組むべき事業の調査 

三島市社会福祉協議会が積極的に取り組むべき事柄について、講座やイベント開

催時に調査を実施しました。（対象：191名） 

地域の支え合い・ふれあい・見守り活動 58名 

介護・介護予防 22名 

生活困窮者への経済支援 5名 

高齢者や障がい者への生活支援 20名 

ボランティア活動の支援・育成 23名 

子育て支援 26名 

結婚相談・紹介 6名 

災害対策 14名 

相談支援事業・個別支援 3名 

成年後見・金銭管理支援 2名 

バリアフリーへの取り組み 4名 

子どもたちへの福祉教育 7名 

福祉以外の分野（環境・文化） 0名 

その他 1名 

 

  ②高齢者世帯における敷地内樹木管理の困りごと調査 

    社協だより「はつらつ」を活用し、高齢者世帯で敷地内の樹木の管理が行き届か

なくて困っている方の調査を実施しました。（自身の敷地外に飛び出してしまった

枝・葉を様々な理由により自力で切ることができないなど） 
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独居高齢者、高齢者夫婦等 15 世帯より連

絡あり。その後、本人宅を訪問し状況を確

認。 

安久 1 件／東大場 1 件／徳倉 1 件／谷田

夏梅木 1 件／清住町 1 件／東本町 2 件／

光ヶ丘 1 件／佐野見晴台 2 件／大場 1 件

／富士ビレッジ 1 件／川原ケ谷 1 件／南

本町 1件／千枚原 1件  

 

（３）小地域福祉活動リーダー・福祉の担い手等の養成 

住民が地域で主体となって地域福祉活動を進めていけるよう、福祉の担い手養成

に取り組みました。 

 

①地域安心サポーター養成講座の開催 

開催場所：三島市社会福祉会館 

開催日 内容／講師 参加者 

平成 30年 

8月 22日（水） 

三島市の現状と将来 

講師：三島市地域包括支援センター 細谷孝一 氏 
9名 

平成 30年 

8月 29日（水） 

住み慣れた地域で暮らしつづけるために 

講師：静岡県社会福祉協議会 松永和樹 氏 
9名 

平成 30年 

9月 5日（水） 

コミュニケーション 

講師：錦田地区地域包括支援センター 高田裕史 氏 
9名 

平成 30年 

9月 12日（水） 

見守りの必要性・見守りからできるネットワーク 

講師：本会職員 
9名 

平成 30年 

9月 19日（水） 

見守りから地域づくりまで 

講師：裾野市社会福祉協議会 柏木宏介 氏 
11名 
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（４）生活支援コーディネーター業務 

日常生活において、支援を必要とする高齢者が住み慣れた地域で生きがいを持っ

て在宅生活を継続できるよう、第 2層生活支援コーディネーターとして高齢者の生

活支援・介護予防の基盤整備に取り組みました。 

   

  ①三島市及び第 1層生活支援コーディネーターとの打合せ会 

開催日 場所 

平成 30年 4月 26日（木） 三島市社会福祉会館 

平成 30年 5月 25日（金） 三島市社会福祉会館 

平成 30年 6月 19日（火） 三島市社会福祉会館 

平成 30年 7月 17日（火） 三島市社会福祉会館 

平成 30年 8月 23日（木） 三島市社会福祉会館 

平成 30年 9月 25日（火） 三島市社会福祉会館 

平成 30年 10月 26日（金） 三島市社会福祉会館 

平成 30年 11月 16日（金） 三島市社会福祉会館 

平成 30年 12月 25日（火） 三島市社会福祉会館 

平成 31年 1月 24日（木） 三島市社会福祉会館 

平成 31年 2月 21日（木） 三島市社会福祉会館 

平成 31年 3月 12日（火） 三島市社会福祉会館 

 

  ②各関係会議参加による地域の福祉課題と社会資源の把握 

   ア．介護予防・生活支援体制整備推進協議会への参加 

開催日 場所 

平成 30年 10月 3日（水） 三島市役所 

平成 31年 3月 19日（火） 三島市役所 

    

イ．地域コミュニティ連絡会への参加 

開催日（時間 19:00～21:00） 場所 対象小学校区 

平成 30年 5 月 23日（水） 錦田公民館 錦田小校区 

平成 30年 5 月 24日（木） 錦田公民館 向山小校区 

平成 30年 5 月 31日（木） 市民体育館 沢地小校区 

平成 30年 6 月 1日（金） 市民体育館 山田小校区 

平成 30年 6 月７日（木） 市民体育館 北小校区 

平成 30年 6 月 11日（月） 消防署 南小校区 
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平成 30年 6 月 28日（木） 坂公民館 坂小校区 

平成 30年 7 月 3日（火） 中郷文化プラザ 中郷小校区 

平成 30年 7 月 5日（木） 北上文化プラザ 徳倉小校区 

平成 30年 7 月 10日（火） 中郷文化プラザ 長伏小校区 

平成 30年 7 月 12日（木） 北上文化プラザ 佐野小校区 

平成 30年 7 月 19日（木） 北上文化プラザ 北上小校区 

平成 30年 10 月 2日（火） 坂公民館 坂小校区 

平成 30年 10 月 4日（木） 錦田公民館 錦田小校区 

平成 30年 10 月 9日（火） 北上文化プラザ 北上小校区 

平成 30年 10 月 15日（月） 消防署 南小校区 

平成 30年 10 月 22日（月） 市民体育館 沢地小校区 

平成 30年 10 月 24日（水） 錦田公民館 向山小校区 

平成 30年 10 月 26日（金） 中郷文化プラザ 長伏小校区 

平成 30年 10 月 29日（月） 市民体育館 山田小校区 

平成 30年 11 月 2日（金） 市民体育館 北小校区 

平成 30年 11 月 6日（火） 北上文化プラザ 徳倉小校区 

平成 30年 11 月 8日（木） 北上文化プラザ 佐野小校区 

平成 30年 11 月 13日（火） 中郷文化プラザ 中郷小校区 

   

  ③第 2層協議体の発足に向けたワークショップの開催 

開催日 場所 対象地区 参加者 

平成 30年 6月 26日（火） 社会福祉会館 旧市内地区 9名 

平成 30年 7月 20日（金） 錦田公民館 錦田地区 25名 

平成 30年 7月 27日（金） 中郷文化プラザ 中郷地区 18名 

平成 30年 8月 2日（木） 北上文化プラザ 北上地区 27名 

平成 31年 1月 11日（金） 社会福祉会館 市内全域 71名 

 

④資源状況等の見える化（マッピング・リスト） 

内容 備考 

健幸マップの作成 

市内で健康・生きがい・交流づくりを行っている団体等の情

報を掲載した健康マップを作成。（旧市内地区、錦田地区、

北上地区、中郷地区、事業所版の 5種類） 

生活支援コーディネ

ーターチラシの作成 

生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）の目的・

役割等を掲載したチラシを作成。 
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（５）居場所・サロンの支援 

地域における互助の振興を目的に、住民主体による居場所・サロン活動の立ち上

げ・運営継続のための支援に取り組みました。 

 

①居場所・サロン登録状況 

№ 名称 地区 

1 木曜サロン 北上 徳倉 

2 歩歩笑サロン 北上 光ヶ丘 

3 コミュニティサロン「ほっとカフェ」 北上 富士ビレッジ 

4 介護予防カトレア体操 北上 芙蓉台 

5 芙蓉台自治会居場所 北上 芙蓉台 

6 歌声喫茶たまりば・かど 北上 富士ビレッジ 

7 コミュニティスペース・ジモット 北上 徳倉 

8 井戸端会議 北上 光ヶ丘 

9 居場所 101 北上 光ヶ丘 

10 シャルマンカフェ 旧市内 加茂川町 

11 サロン大宮 旧市内 大宮町 

12 さくらサロン 旧市内 加茂 

13 南二日町サロン 旧市内 南二日町 

14 コミュニティカフェ“悠遊” 旧市内 若松町 

15 ひなたぼっこの会 旧市内 大社町 

16 にこにこ会 旧市内 南田町 

17 みんなのえがおおたまちゃん食堂 旧市内 大社町・南本町 

18 ちょっくらカフェ 旧市内 西本町 

19 日の出食堂 旧市内 日の出町 

20 Welcomeサロン三恵台 錦田 三恵台 

21 すずめの会 錦田 谷田 

22 旭ヶ丘なかよし体操 錦田 旭ヶ丘 

23 旭ヶ丘カフェ 錦田 旭ヶ丘 

24 初音台夏すみれ 錦田 初音台 

25 玉沢健康体操“弥生” 錦田 玉沢 

26 喜楽会 錦田 谷田 

27 すこやかサロン 錦田 谷田 
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28 ひだまりの会 錦田 中 

29 中福祉会健幸サロン 錦田 中 

30 交流喫茶なみき 錦田 並木 

31 三島子育て学習サポート寺子屋 中郷 谷田 

32 お城の会（仮称） 錦田 谷田市営・城の内 

33 東大場図書館＆喫茶 中郷 東大場 

34 パサディナ自治会コミュニティ活動 中郷 パサディナ 

35 新谷コミュニティカフェ“花笑み” 中郷 新谷 

36 サロン松本 中郷 松本 

37 コミュニティカフェ安久 中郷 安久 

38 シェアカフェ・クリチバ 中郷 藤代町 

39 ラジヨガ７ 
北上・旧市

内・中郷 

光ヶ丘・南本町・

パサディナ 

  
▲旭ヶ丘なかよし体操                 ▲コミュニティカフェ安久 

 

②居場所・サロン連絡会 

  居場所・サロンの連携、情報交換、共有等を図るため連絡会を開催しました。 

開催場所：三島市社会福祉会館 

開催日 内容 参加者 

平成 30年 

9月 21日（金） 
各居場所・サロン関係者同士の情報交換 

31団体 

53名 

平成 31年 

3月 26日（火） 

男性の社会参加について 

講師：放送大学特任教授 静岡大学名誉教授  

藤井史朗 氏 

24団体 

50名 
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③居場所・サロンづくり出前講座 

講師：本会職員 

開催日 場所 対象 

平成 30年 

11月 4日（日） 
川原ヶ谷公民館 川原ヶ谷地区住民      74名 

平成 30年 

11月 30日（金） 
東富士見集会所 東富士見地域及び近隣住民  30名 

平成 30年 

12月 23日（日） 
谷田市営住宅集会所 

谷田市営住宅及び谷田城の内地区住民

15名 

平成 31年 

3月 20日（水） 
谷田市営住宅集会所 

谷田市営住宅及び谷田城の内地区住民

30名 

 

  ④身近な地域の居場所づくり助成事業 

居場所の開設・運営に必要な経費を年間開所日数に応じて助成。また、世代間交 

流を行う団体に対して 1万円を限度に助成しました。 

名称 
開所 

日数 

世代間 

交流 
助成額 備考 

芙蓉台自治会居場所 12 〇 20,000円  

 

 

 
▲学習サポート寺子屋 

にこにこ会 12 〇 20,000円 

すこやかサロン 12 〇 20,000円 

三島市子育て学習サポート寺子屋 80 〇 40,000円 

サロン遊友 51 × 30,000円 

歩歩笑サロン 9 〇 15,000円 

さくらサロン 45 × 25,000円 

ひなたぼっこの会 24 × 15,000円 

中福祉会健幸サロン 24 × 15,000円 

初音台夏すみれ 22 × 15,000円 

みんなのえがおおたまちゃん食堂 27 〇 25,000円 

新谷コミュニティカフェ花笑み 120 〇 30,000円 

東大場図書館＆カフェ 100 〇 40,000円 

合計 13団体（世代間交流あり 8団体） 310,000円 

 

  ⑤その他 

    随時寄せられる「立ち上げ」、「運営等」に関する相談に対応しました。また、運

営資金等の相談が多いことから、居場所等を対象とした各種助成金情報をまとめた
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資料を作成して配布したほか、各種助成金を受けるために規約が必要となるため、

規約モデルを作成して配布しました。 

その他、利用者拡大に伴うチラシの校正補助、各居場所・サロン等に対応できる

ボランティアや社会貢献活動をする企業等を紹介しました。 

 

（６）芙蓉台地区モデル事業住民参加型在宅福祉サービスおたがいさまサービス事業 

    「住み慣れた地域で安心して暮らしたい」の実現にむけ、地域福祉の原点である

住民主体の原則にもとづき、福祉制度では対応できない生活課題を住民主体で解決

できるように、サービスを利用する方も提供する方も住民の、“住民参加型在宅福

祉サービス”のモデル地区を芙蓉台に選定して平成 29年 10月 1日より実施しまし

た。 

登録状況・活動実績 

利用会員 協力会員 活動件数 内容 

12名 8名 
49件 

（1,470分） 
買い物・通院時の付き添いほか 

 

（７）平田・新谷・玉川地区における助け合い・支え合い活動推進に向けた取り組み 

    あかなすの里（玉川）は、施設開設以来、平田・新谷・玉川地区と施設行事等を

通して交流を深めていますが、施設の一部を地域に利用してもらえるように開放し

ていきたいとの意向があることから、三地区の自治会長をはじめ、あかなすの里施

設長、第１層生活支援コーディネーター、静岡県社協、三島市社協とで懇談会を開

催し、住民アンケートを実施するなどの取り組みを進めてきました。 

平成 30年度は、アンケート結果をもとに、地域住民を対象とした「平田・新谷・

玉川地区で安心して暮らしていくための勉強会」を開催しました。 

開催日 場所 内容 参加者 

平成 30年 

6月 26日（火） 
あかなすの里 住民懇談会の開催 

三地区 

自治会長 

平成 30年 

12月 21日（金） 
あかなすの里 

勉強会開催の周知について 

三地区自治会長に依頼 
 

平成 31年 

2月 2日（土） 
あかなすの里 

勉強会の開催 

テーマ 

地域助け合いの活動を広げ 

よう 

23名 

平成 31年 

3月 9日（土） 
あかなすの里 

勉強会の開催 

テーマ 

助け合い活動・居場所の実 

践から 

16名 
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（８）光ヶ丘県営住宅空き住居を利用した居場所事業 

   高齢化率が高い光ヶ丘地区において、住民の主体的な福祉活動を促進するために

光ヶ丘県営住宅空き住居を利用した居場所の運営を支援しました。 

開所日 場所 利用者 その他 

平成 30年 4月 18日開所 

毎週水曜日 

10:00～12:00 

※年間開所日数 46日 

光ヶ丘県営住宅

9棟 101号室 

延べ 

359名 

居場所利用者の発案により

ボタンつけ隊が発足。（ボタ

ンのほつれ、裾直し等） 

  

 

（９）地域支え合い会議（勉強会）の開催 

    地域住民と共に、地域の困りごとや課題を共有し、解決に向けた取り組みを考え

ていく標記勉強会を市内４地区で開催しました。 

開催日 場所 対象地区 参加者 

平成 31年 2 月 7日（木） 中郷文化プラザ 中郷地区 18名 

平成 31年 2 月 8日（金） 北上文化プラザ 北上地区 34名 

平成 31年 2 月 18日（月） 社会福祉会館 旧市内地区 12名 

平成 31年 2 月 25日（月） 錦田公民館 錦田地区 35名 
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（10）その他、地域福祉推進に向けた取り組み 

  ①地域ケア会議への参加 

開催日 主催 会議テーマ 

平成 30年 7 月 17日（火） 
中郷地区地域包括支援

センター 

複合的な課題を抱えた世

帯への支援を考える 

平成 30年 7 月 27日（金） 
中郷地区地域包括支援

センター 

身寄りがいないため急変

時に困ったケース 

平成 30年 10月 30日（火） 
中郷地区地域包括支援

センター 

経済的な問題を抱えてい

るケース 

 

  ②講師派遣 

地域福祉の振興・向上に資するため本会職員を講師として派遣しました。 

開催日 対象 内容 

平成 30年 4 月 17日（火） 
民生委員児童委員協議

会地域福祉部会 30名 

居場所の現状について 

平成 30年 4 月 23日（月） 
北上地区民生委員児童

委員協議会   25名 

社協の各種事業と民生委

員のかかわり方について 

平成 30年 9 月 25日（火） 
民生委員児童委員協議

会地域福祉部会 35名 

居場所実践者の事例発表 

平成 30年 12 月 7日（金） 
錦田地区民生委員児童

委員協議会   40名 

障がいと暮らしについて 

平成 30年 12月 28日（金） 
三島市障がいと暮らし

を支える協議会 20名 

相談技法・コミュニケーシ

ョン技術・傾聴について 

平成 31年 3 月 19日（火） 
中郷地区民生委員児童

委員協議会   25名 

生活支援体制整備事業に

ついて 

 

３ ボランティアセンター事業 

（１）ボランティア登録 

    効果的な情報発信とボランティアコーディネート等に活用するため、ボランティ

ア登録の受付を行いました。           （平成 31 年 3 月 31 日現在） 

内訳 登録数 

 

グループ 

高齢者に関わる活動 16件 

障害者等に関わる活動 7件 

児童・子育てに関わる活動 15件 

災害時に関わる活動 6件 
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環境に関わる活動 16件 

趣味・特技・資格等を活かした活動 10件 

その他の活動 13件 

計 83件 

個 人 傾聴、読み聞かせ、マジック、被災地支援ほか 94名 

 

（２）ボランティアコーディネート 

ボランティアに関する様々な相談に応じるほか、ボランティア登録の受付、活動

先の斡旋・調整などを行いました。 

主なコーディネート内容 

・市内視覚障がい者を対象とした広報

みしま等の点訳・音訳 

・選挙開票時の点字判読者派遣 

・録音図書作成時の日本文藝家協会へ

の著作物使用許諾申請 

・福祉施設等イベント時のボランティ

ア募集及び派遣 

・ボランティア活動希望者への活動先

斡旋 ほか 

 
▲広報みしまの点訳（すぎなの会） 

 

（３）三島市ボランティア連絡協議会の事務局運営 

ボランティア活動の推進や会員相互の交流・連携を深めることに賛同したグルー

プと個人会員から構成される約 130名の組織の事務局を担い、研修会の開催、他市

町で活動するボランティアとの交流、施設行事の手伝い等を行いました。また、年

間の活動費として助成金 150,000円を交付しました。 

 

（４）将棋ボランティア「一七の会」の事務局運営 

    地域で生活している高齢者等と将棋の対戦相手をするボランティアとして平成

27年 11月 17 日に立ち上げ、以降、当会で事務局を担い活動調整を行っています。

また、従来の活動のほかに世代間交流を含めた将棋教室を開催しています。 

メンバー 内容／実績 

8名 

市内高齢者宅、福祉施設等へのボランティア派遣 

派遣回数 262回 

将棋教室の開催／ 

平成 30年 8月 7日（火）  参加者 29名 

平成 30年 12月 26日（水） 参加者 18名 
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（５）社会貢献活動に取り組む企業の発掘・支援 

    社会貢献活動に取り組む企業からの相談を受け、講座等の共同開催、活動先の紹

介、社会貢献活動の周知等を行いました。 

企業名 内容 

坂本事務器／株式会社パイ

ロットコーポレーション 

万年筆で書くオトナの手紙交換会の開催 

開催日：平成 30年 10月 10（水）参加者：12名 

場 所：三島市社会福祉会館 

AIRオートクラブ静岡支部 

当会貸出用車いす清掃活動 

活動日：平成 30年 12月 4日（火） 

場 所：三島市社会福祉会館 

ウエルシア薬局株式会社 

店舗の一部に設置した地域協働コミュニティスペ

ース「ウエルカフェ」の取り組みを各種会議等で

紹介 
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（６）ボランティア活動保険等窓口業務の実施 

    ボランティア活動中の事故によるケガや賠償責任を保障する保険の加入手続き

等に関する窓口業務を行いました。 

保険種類 内容 加入数 保険料総額 

ボランティア

活動保険 

ボランティア活動中の事故による

ケガや賠償責任を補償 
1,181 名 465,540円 

ボランティア

行事用保険 

地域福祉活動等の行事における主

催者や参加者のケガ等を補償 
344行事 281,463円 

福祉サービス

総合補償 

在宅・地域福祉サービス中の活動

従事者のケガや団体・グループの

賠償責任を補償 

4団体 207,480円 

送迎サービス

補償 

移送・送迎サービス中の交通事故

などによる利用者のケガを補償 
1団体 3,200円 

   ※上記加入者への事故対応 4件 

 

（７）ボランティアグループ等事業費補助 

    住民主体による福祉活動の支援及び地域福祉向上に資する為、ボランティアグル

ープが実施する公益的な活動や児童青少年健全育成に取り組む団体が実施する事

業について、経費の一部を補助しました。 

 

  ①ボランティアグループ事業費補助 

グループ名 事業名 補助額 

三島市人権擁護委員会 人権啓発のための街頭キャンペーン 18,000円 

レインボーハート 
身体と心のリハビリを兼ねた福祉

レクリエーション 
60,000円 

惠の会 施設慰問活動 20,000円 

三島手話サークルよつば友の会 夏休み手話体験教室 20,000円 

ヨリモト＆フレンドリーパーティ 福祉施設等訪問活動 61,000円 

三島市更生保護女性会 
更生・矯正施設への訪問・奉仕活

動、地区活動 
17,000円 

ラジヨガ７ 高齢者の転倒防止と認知症予防 37,000円 

音訳サークル「アイ・あい」 視覚障がい者への情報提供 49,000円 

要約筆記サークル「OHPみしま」 聞こえの個別相談会 77,000円 

災害ボランティアコーディネー

ター三島 

災害 VCの実践力強化と関連 NPOと

の連携強化 
60,000円 
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ハートフルケアとまり木 バリデーションの講習と演習 70,000円 

介護予防カトレア体操 介護予防運動教室 30,000円 

合計 12団体 519,000円 

 

  ②児童青少年健全育成団体事業費補助 

グループ名 事業名 補助額 

ボーイスカウト三島地区 児童青少年の健全育成 60,000円 

三島市子ども会連合会 JLわかば わかば事前・事後研修会 22,000円 

ガールスカウト三島地区連絡協議会 １日スカウト体験 22,000円 

合計 3団体 104,000円 

 

（８）災害ボランティアの振興 

「三島市地域防災計画」において、災害時には市と社会福祉協議会が連携して、

災害時のボランティア受付、活動場所の斡旋及び配置調整等を行う災害ボランティ

ア本部を設置することになっています。この災害ボランティア本部の円滑な運営と

的確な被災者支援を図るため、各種事業に取り組みました。 

 

  ①災害ボランティアコーディネーター養成講座 

災害時のボランティア活動が円滑に行われるように、ボランティアの受入れや活

動先の調整など、災害ボランティア活動の中核的な役割を担う「災害ボランティア

コーディネーター」の養成を目的に開催しました。 

開催日 会場 内容 

平成 31年 

1月 27日（日） 

三島市社会福

祉会館 

災害ボランティアコーディネーター養成講座 

講師：静岡県東部地域局／当会職員／三島 

市防災士会／災害ボランティアコー 

ディネーター三島 

参加者：9名 

 

②平成 30年度三島市総合防災訓練 災害ボランティアセンター開設訓練 

    災害ボランティア三島のメンバーを中心に、北中学校生徒をボランティア役とし

て開設訓練を実施しました。 

開催日 会場 内容 

平成 30年 

8月 25日(土) 
北幼稚園 2階 

災害ボランティアセンター開設訓練 

内容：本部開設・ボランティア受付・ボラ 

   ンティア現地派遣訓練 
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４ 福祉教育事業 

（１）講師連絡会の開催 

地域で生活している障がいのある方や福祉関係のボランティアに講師としてご

登録いただき、福祉教育プログラム等の検討を行う講師連絡会を開催しました。 

 

①講師連絡会構成員 

構成員 人数 

視覚障がい者（盲導犬ユーザー） 1名 

聴覚障がい者（手話講師） 1名 

重複障がい者（身体・視覚） 1名 

当事者家族 1名 

ボランティア活動者（点字ボランティア） 1名 

ボランティア活動者（要約筆記サークル） 1名 

合計 6名 

 

  ②講師連絡会開催状況 

開催日 協議事項 

平成 31年 

3月 28日(木) 

福祉教育のねらい、講義内容の確認、講師謝礼、福祉教育

メニューについて 

 

（２）福祉啓発の実施 

    学校、企業の依頼に基づき、福祉啓発講座・教室を実施しました。また、より多

くの市民に福祉への関心や理解を深めていただくため、ふくし映画上映会を開催し

ました。 

 

  ①学校での福祉啓発講座・教室 

開催日 内容 対象 

平成 30年 

5月 10日(木) 

当事者及び当事者家族講話（身体障がい・

車椅子） 

講師：清野一博 氏、清野佳代子 氏 

沢地小学校 

5年生 50名 

平成 30年 

6月 14日(木) 

車椅子体験 

講師：本会職員 

沢地小学校 

5年生 50名 

平成 30年 

11月 27日（火） 

バリアフリー教室 

※中部運輸局静岡運輸支局と共催 

当会は、視覚障がい者の誘導方法、車椅 

子の介助方法を担当 

坂小学校 

5年生 13名 
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平成 30年 

12月 6日(木) 

当事者講話（視覚障がい・盲導犬、聴覚障

がい・手話） 

講師：杉山典行 氏、中川みゆき 氏 

北小学校 

3年生 147名 

平成 30年 

12月 7日(金) 

点字体験 

講師：すぎなの会 

北小学校 

3年生 147名 

平成 30年 

12月 11日(火) 

当事者講話（視覚障がい・盲導犬） 

講師：杉山典行 氏 

沢地小学校 

5年生  49名 

平成 31年 

1月 17日(木) 

当事者講話（聴覚障がい・手話） 

講師：中川みゆき 氏 

沢地小学校 

5年生  49名 

平成 31年 

1月 24日(木) 

点字体験 

講師：すぎなの会 

沢地小学校 

5年生  49名 

平成 31年 

2月 7日（木） 

当事者講話（聴覚障がい・手話） 

講師：中川みゆき 氏 

長陵高校 

11名 

  

 

  ②企業での福祉啓発講座・教室 

開催日 内容 対象 

平成 31年 

1月 23日（水）・28日（月）・31日（木）、

2月 1日（金）・4日（月）・5日（火）・

6日（水）・7 日（木）・28日（木）、3月

1日（金）の 10日間 

障害のある方への対

応について 

講師：本会職員 

伊豆箱根バス

(株)職員延べ

340名 

 

  ③ふくし映画上映会 

開催日 会場 内容 入場者 

平成 30年 

7月 26日（木） 

三島市民文化会

館小ホール 

「映画：聲の形」の上映及び

「共同募金の使い道につい

て」映像で紹介 

270名 
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５ 広報啓発事業 

（１）社協だより「はつらつ」の発行 

社協の事業活動の紹介や福祉関係情報などを住民に周知する広報紙として、関係

機関と情報面での連携を図り、福祉情報を効果的に提供できるように年 5回発行し

ました。（5月／№95、7月／№96、10月／№97、12月／№98、2月／№99） 

 

（２）ホームページの運営 

本会の事業活動、各種福祉サービス・情報等を広く紹介すると共に、本会への理

解をより深めていただけるように努めました。 

 

（３）社会福祉大会の開催 

社会福祉の発展に寄与された方々を表彰し、感謝の意を表すとともに、福祉意識

の高揚を図りました。また、より多くの住民に福祉について考え理解してもらうき

っかけづくりとして、記念講演を開催しました。 

開催日 会場 内容 

平成 30年 

10月 18日（木） 

三島市民文化

会館小ホール 

表彰式 

三島市社会福祉協議会会長表彰  37名 

三島市社会福祉協議会会長感謝状 1団体 

記念講演 

「家で死ぬということ ～家での看取り

は怖くない～」 

講師：終活ジャーナリスト・ライフ・ター

ミナル・ネットワーク代表  

金子 稚子氏 
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（４）児童福祉月間、老人福祉月間の啓発及び障がい者週間の啓発協力 

児童・高齢者福祉の理念の普及・啓発の為、市内各所にポスターを掲示しました。

また、三島市が実施する障がい者週間に合わせて、市内各所にのぼり旗を設置し 

ました。 

 

（５）社会福祉協議会事業啓発メモ帳の作成 

    当会が実施する相談窓口や福祉車両・車椅子の貸出について、幅広く住民に周知

し利用を促進するため啓発メモ帳を作成しました。 

 

 

６ 福祉総合相談事業 

（１）相談事業の実施状況 

住民の暮らしの中のあらゆる相談に応じるとともに、関係機関との連携や福祉サ

ービスにつなげるなど、適切な援助や助言を行い課題解決に向けた取り組みを行う

ことを目的に本事業を実施しました。 

区分 件数 区分 件数 

生計 106件 財産 11件 

年金 1件 事故 2件 

職業・生業 9件 児童 11件 

住宅 3件 教育・青少年 12件 

家族 13件 障がい者 112件 

結婚・離婚 1件 母子・父子 5件 

ボランティア 151件 高齢者 238件 

健康・衛生 17件 苦情 1件 

医療 21件 日常生活自立支援事業 64件 

精神保健 32件 成年後見制度 87件 

人権・法律 5件 その他 124件 

合計 1,026件 

 

 

７ 権利擁護事業 

（１）日常生活自立支援事業の実施 

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等のうち判断能力が不十分な方が、

地域において自立した生活が送れるよう、利用者との契約に基づき福祉サービスの

利用援助等を行いました。 
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  ①相談・援助実績 

初回相談 相談援助 合計 

27 件 934件 961件 

   【主な相談援助内容】 

・福祉サービスの利用等に関する情報提供、相談、利用手続き、支払い 

・年金、福祉手当の受領に必要な手続き、預貯金の出し入れに関する援助 

・大切な書類や印鑑等の保管ほか 

 

②契約件数等の内訳 

区分 新規申請 決定 却下 解約 契約件数 

認知症高齢者 6件 6件 0件 4件 9件 

知的障がい者 2件 2件 0件 1件 7件 

精神障がい者 3件 3件 0件 0件 5件 

その他 0件 0件 0件 0件 0件 

合計 11件 11件 0件 5件 21件 

  ・解約理由は、死亡 2件、施設等入所 1件、成年後見移行 1件、転居移管 1件 

  ・契約件数は、平成 31年 3月 31日現在 

 

③生活支援員の配置 

    契約内容にそって定期的に訪問する生活支援員を 6名配置。生活支援員の資質向

上と支援における悩み等に応じるため研修会を実施しました。 

開催日 内容 

平成 31年 

3月 22日（金） 
個別ケースが抱える課題等についての協議及び研修 

 

（２）成年後見事業の実施 

成年後見制度は、認知症や知的・精神等の障がいにより判断能力が十分でない方

が不利益を被らないように、家庭裁判所に申立てをして、その方を援助してくれる

人を付けてもらう制度です。 

本会では、財産管理及び身上監護に関する契約などの法律行為全般を行う法人後

見の実施をはじめ、市民後見人等の育成・活用のための体制づくり、地域連携ネッ

トワークおよび中核機関の構築にむけた関係機関との連携や、成年後見制度が住民

に認知してもらえるよう啓発活動等を行いました。 
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  ①法人後見業務 

ア．成年後見運営委員会構成員 

選出区分 所属 人数 備考 

法律関係者 静岡県弁護士会 1名 委員長 

医療関係者 三島市医師会 1名 副委員長 

学識経験者 地域包括支援センター 1名 委員 

法律関係者 成年後見ｾﾝﾀｰﾘｰｶﾞﾙｻﾎﾟｰﾄ静岡支部 1名 委員 

福祉関係者 静岡県社会福祉士会 1名 委員 

行政関係者 三島市障がい福祉課 1名 委員 

その他 三島市障がいとくらしを支える協議会 1名 委員 

    

イ．成年後見運営委員会開催状況 

開催日 内容 

平成 30年 

4月 9日（月） 

３市１町市民後見人養成研修について 

平成 30年度ネットワーク勉強会について 

平成 30年 

５月７日（月） 
法人後見受任依頼ケースについて 

平成 30年 

6月 11日（月） 

法人後見受任依頼ケースについて 

法人後見受任数と今後の受任件数について 

内部監査について 

市民後見人養成研修について 

平成 30年 

8月 6日（月） 

法人後見受任依頼ケースについて 

市民後見人養成研修について 

成年後見ネットワーク勉強会について 

平成 30年 

10月 15日（月） 

法人後見受任依頼ケースについて 

受任ケース経過報告について 

市民後見人養成研修について 

中核機関等機能検討会議について 

平成 30年 

12月 10日（月） 

法人後見受任依頼ケースについて 

法人後見内部監査について 

市民後見人養成研修について 

中核機関等機能検討会議について 

成年後見ネットワーク勉強会について 

来年度の取り組みについて 

平成 31年 

2月 18日（月） 

法人後見受任依頼ケースについて 

法人後見内部監査について 

平成 31年 

3月 29日（金） 
法人後見受任依頼ケースについて 
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   ウ．法人後見受任状況 

後見類型 新規 終了 受任件数 

後見 2件 0件 6件 

保佐 7件 0件 8件 

補助 0件 0件 0件 

合計 9件 0件 14件 

 

  ②市民後見人養成事業 

市民後見人を養成するため、三島市・伊豆市・伊豆の国市・函南町の３市１町の 

広域的取り組みにより市民後見人養成講座を実施しました。 

   ア．３市１町会議の開催 

     ３市１町（三島市、伊豆市、伊豆の国市、函南町）で養成研修を共同開催する

にあたり、各市町の行政及び社会福祉協議会の担当者により、実施計画等を検討

する会議を開催しました。 

    開催日：平成 30年 4月 13日（金）、5月 30日（水）、6月 22日（金） 

 

   イ．市民後見人養成研修開催に係る啓発講演会及び事前説明会の開催 

開催日 内容 参加者 

平成 30年 

7月 21日（土） 

市民後見人の普及啓発講演会 

第 1部 講演会 

演題：市民後見人とは 

講師：野村総合研究所 尾川宏豪 氏 

第 2部 パネルディスカッション 

 第 3部 市民後見人養成研修の案内 

71名 

平成 30年 

8月 24日（金） 

平成 30年度三島市・伊豆市・伊豆の国市・函南町 

市民後見人養成研修説明会 
20名 

平成 30年 

8月 27日（月） 

平成 30年度三島市・伊豆市・伊豆の国市・函南町市

民後見人養成研修説明会 
8名 
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ウ．研修日程及びカリキュラム 

№ 開催日 時間 テーマ 科目 講師 

基  

 

礎  

 

研  

 

修 

１ 
10月 16日 

（火） 

10：00～

10：30 

オリエンテー

ション 
 社協職員 

10：30～

12：30 
市民後見概論 市民後見概論 

司法書士／ 

井上尚人 

13：30～

15：30 

対人援助の基

礎 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術の取

得ほか 

社会福祉士／ 

梅原利光 

２ 
10月 23日 

（火） 

10：00～

11：00 

民法その他の

法律の基礎 
家族法の基礎 

弁護士／ 

関亮子 

11：10～

12：10 

民法その他の

法律の基礎 
財産法の基礎 

弁護士／ 

揚野江利子 

13：10～

14：10 

民法その他の

法律の基礎 

刑法／その他の基本

法 

弁護士／ 

揚野江利子 

14：20～

15：20 

関係制度・法

律 
税務申告等 

税理士／ 

石渡清和 

15：30～

16：30 

関係制度・法

律 
生活保護制度 行政職員 

３ 
10月 30日 

（火） 

10：00～

12：00 

成年後見制度

の基礎 

成年後見制度概論ほ

か 

弁護士／ 

林英一郎 

13：00～

15：00 

成年後見制度

の基礎 

日常生活自立支援事

業ほか 

行政職員  

社協職員 

15：10～

16：10 

グループワー

ク① 

不安なこと／期待す

ること 
社協職員 

４ 
11月 8日 

(木) 

10：00～

12：00 

関係制度・法

律 

医療保険制度／年金

制度 

社会保険労務

士／岡田順二 

13：00～

14：30 

関係制度・法

律 
高齢者施策 行政職員 

14：40～

16：10 
対象者理解 認知症高齢者 

医師／ 

池田祐介 

５ 
11月 15日 

(木) 

10：00～

11：30 

関係制度・法

律 
障がい者施策 行政職員 

12：30～

14：00 
対象者理解 知的障がい者 

社会福祉士／ 

高井昌弘 

14：10～

15：40 
対象者理解 精神障がい者 

医師／ 

諏訪部明 

６ 
11月 20日 

（火） 

10：00～

12：00 

市民後見活動

の実際 
後見人の活動例ほか 

市民後見人／ 

小泉美津江 

13：00～

15：00 

グループワー

ク② 
復習 

司法書士／ 

築地徹弥 

 

 
７ 

11月 27日 

（火） 

10：00～

10：30 

オリエンテー

ション 
 社協職員 
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実  

 

務  

 

研  

 

修 

 

10：30～

11：00 
体験実習① 

体験実習についての

留意点 
社協職員 

11：10～

12：00 

グループワー

ク③ 

体験実習に向けての

心構え 
社協職員 

13：00～

16：00 

家庭裁判所の

役割 

成年後見における 

家庭裁判所の役割 
家庭裁判所 

８ 
12 月中のい

ずれか 1 日 
5 時間程度 

体験実習② 

（宿題） 

介護保険施設等での

実習レポート作成 
 

９ 
1 月 15日 

（火） 

10：00～

12：00 

市民後見人の

実務 

成年後見実務の基本

視点ほか 

司法書士／ 

遠藤実 

13：00～

14：30 

市民後見人の

実務 
財産管理 

司法書士／ 

宮内裕光 

14：40～

16：10 

市民後見人の

実務 
身上監護 

社会福祉士／ 

番場俊文 

10 
1 月 22日 

（火） 

10：00～

11：00 

市民後見人の

実務 
報告 

司法書士／ 

伊藤隆 

11：10～

12：10 

後見人就任時

の実務 

後見開始の審判のな

がれほか 

司法書士／ 

山田智子 

13：10～

16：10 

後見人就任時

の実務 
財産目録の作成ほか 

司法書士／ 

鈴木修二 

11 
1 月 29日 

（火） 

10：00～

12：00 後見事務の 

終了時の実務 

後見終了時の手続き

ほか 

司法書士／ 

滝基樹 

13：00～

14：00 

司法書士／ 

鈴木信宏 

14：10～

15：10 

グループワー

ク④ 

養成研修を受けて気

づき 
社協職員 

12 
2 月 5 日 

（火） 

10：00～

12：00 
課題演習 

グループワー

ク⑤ 

事例報告と検討 
社会福祉士／ 

岩田正徳 13：00～

14：00 

14：10～

15：10 
レポート作成 市民後見人像 社協職員 

15：20～

16：00 
修了式  社協職員 
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   エ．受講者及び修了者 

市・町 受講者 修了者 

三島市 23名 23名 

伊豆市 4名 4名 

伊豆の国市 4名 4名 

函南町 5名 5名 

合 計 36名 36名 

 

   オ．市民後見人候補者の決定及び法人後見業務に従事する機会の提供 

 市民後見人養成研修修了者の意向を確認し、市民後見人候補者として希望があっ

た 17名に対して面接を実施。面接の結果を含め、受講態度やレポート内容等から、

適性がある 14 名を市民後見人候補者として決定しました。 

平成 31 年度は、市民後見人候補者の資質向上を図るため、三島市社会福祉協議

会が行う法人後見事業や日常生活自立支援事業の支援員として従事する機会を提

供します。 

 

  ③成年後見ネットワーク勉強会（中核機関等機能検討会議）の開催 

開催日 内    容 

平成 30年 

6月 7日（木） 

 

第 1回成年後見ネットワーク勉強会（社協主催） 

・申立書付票について 

・付票以外について 

※事前に、静岡県弁護士会沼津支部、成年後見センターリ 

ーガルサポート静岡支部、ぱあとなあ静岡、精神保健福 

祉士会、メディカルソーシャルワーカー、社協、三島市、 

地域包括支援センター、金融機関、運営委員会に申立書 

付票のアンケートを実施し、回答について意見交換。 

司会 

リーガルサポート静岡支部 井上尚人 氏 

オブザーバー 

静岡家庭裁判所 沼津支部 

参加団体 

アンケートを実施した関係機関の代表者 

参加人数 14名 

平成 30年 

8月 30日（木） 

第 1回中核機関等機能検討会議（三島市・社協共同開催） 

・会議の設置の目的について 

・成年後見制度利用促進計画・中核機関について 

・成年後見制度における各団体のニーズや課題について 

参加団体 
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静岡県弁護士会沼津支部 

成年後見センターリーガルサポート静岡支部 

ぱあとなあ静岡 

コスモス成年後見サポートセンター静岡県支部 

静岡県社会保険労務士会三島支部 

静岡県精神保健福祉士協会 

金融機関 

三島市社会福祉協議会成年後見運営委員会 

三島市（地域包括ケア推進課、障がい福祉課） 

参加人数 27名 

平成 30年 

10月 24日（水） 

 

第２回中核機関等機能検討会議（三島市・社協共同開催） 

・ニーズ調査の結果について 

・中核機関に求められる機能について 

※事前に、三島市介護支援専門員連絡協議会のご協力に 

より成年後見ニーズ調査アンケートを実施し、回答に 

ついて意見交換。 

参加団体 

第 1回中核機関等機能検討会議と同じ 

参加人数 29名 

平成 30年 

11月 6日（火） 

第 2回成年後見ネットワーク勉強会（社協主催） 

先進地視察研修（品川区成年後見センター） 

参加人数 14名 

平成 31年 

1月 31日（木） 

第 3回中核機関等機能検討会議（三島市・社協共同開催） 

・成年後見制度利用促進の中核となる機関の設置・運営に 

ついて 

・地域連携ネットワークの構築について 

参加団体 

第 1回中核機関等機能検討会議と同じ 

参加人数 23人 

平成 31年 

2月 23日（土） 

第 4 回中核機関等機能検討会議・講演会（三島市・社協共

同開催） 

第 1部 講演会 

・成年後見制度利用促進・中核機関について 

・中核機関等機能検討会議について 

講師 

静岡家庭裁判所沼宇治支部主任書記官 戸塚聡勇 氏 

三島市役所 福祉総務課 木本智 氏 

第 2部 パネルディスカッション 

・申立付票について 

・成年後見ニーズ調査について 
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コーディネーター 

リーガルサポート静岡支部 井上尚人 氏 

登壇者 

弁護士会沼津支部 揚野江利子 氏 

リーガルサポート静岡支部 鈴木信宏 氏 

ぱあとなあ静岡  番場俊文 氏 

広小路クリニック 木野紀 氏 

全国地域生活支援機構 尾川宏豪 氏 

三島市地域包括ケア推進課 細谷孝一 氏 

オブザーバー 

静岡家庭裁判所家事訟廷管理官 服部康治 氏 

静岡家庭裁判所沼津支部主任書記官 戸塚聡勇 氏 

静岡家庭裁判所沼津支部主任書記官 清水健太郎 氏 

参加人数 67人 

 

  ④権利擁護相談会 

    リーガルサポート静岡支部及び静岡県弁護士会の協力を得て、専門職による無料

相談会を開催しました。（完全予約制／原則 1件の相談につき 30分） 

開催月 

リーガルサポート相談件数 

※毎月第 3水曜日 

弁護士会相談件数 

※毎月第 1水曜日 

予約 実施 予約 実施 

平成 30年 4 月 1件 1件 1件 0件 

平成 30年 5 月 1件 1件 0件 0件 

平成 30年 6 月 2件 2件 3件 3件 

平成 30年 7 月 1件 1件 1件 1件 

平成 30年 8 月 0件 0件 0件 0件 

平成 30年 9 月 2件 2件 1件 1件 

平成 30年 10月 1件 0件 2件 2件 

平成 30年 11月 3件 2件 3件 3件 

平成 30年 12月 1件 0件 0件 0件 

平成 31年 1 月 0件 0件 1件 0件 

平成 31年 2 月 1件 1件 1件 0件 

平成 31年 3 月 2件 2件 0件 0件 

合計 15件 12件 13件 10件 
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  ⑤成年後見出前講座 

    団体等（5 人以上）の依頼に基づき、本会職員による出前講座を実施しました。 

開催日 内容 対象 

平成 30年 

4月 17日（火） 

成年後見制度の現状と三島市社会

福祉協議会の取組について 

民生委員児童委員協議会

地域福祉部会   30名 

平成 30年 

4月 17日（火） 

成年後見の申立について 芙蓉台地区民生委員・自治

会役員       5名 

 

  ⑥その他成年後見に係る勉強会 

開催日 内容 対象 

平成 30年 

4月 27日（金） 

成年後見実施機関広域設置研修 

（法人後見、市民後見） 

函南町・伊豆市・伊豆の国

市社協職員 6名 

平成 30年 

8月 14日（火） 

成年後見制度体制整備勉強会 御殿場市・裾野市・小山町

社協職員及び行政職員 9名 

平成 30年 

8月 21日（火） 

成年後見制度勉強会 

講師：一般社団法人全国地域生 

活支援機構 金原和也氏、

尾川宏豪氏 

介護支援専門員 19名 

平成 30年 

9月 26日（木） 

法人後見事業の実際 静岡県社会福祉士会東部

地区 10名 

 

 

８ セーフティーネット事業 

（１）生活福祉資金貸付 

低所得世帯、障がい者世帯又は高齢者世帯に対し、資金の貸付と必要な相談支援

を行い、経済的自立及び生活意欲の助長促進、並びに在宅福祉及び社会参加の促進

を図り、安定した生活を送れるように支援しました。 

※貸付の可否や債券管理等は実施主体である静岡県社会福祉協議会となります。 

 

①相談活動状況 

項目 件数 

貸付相談 162件 

償還相談 35件 

その他、経済的等生活困窮に係る相談 106件 

訪問状況 6件 

民生委員との連絡調整 22件 
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連携（連絡調整）した機関（生活支援センター、福祉事務所ほか） 128件 

合計 459件 

 

②新規貸付件数 

項目 申請 決定 却下 貸付決定額 

福祉資金 2件 1件 1件 165,000円 

教育支援資金 3件 3件 0件 2,397,000円 

不動産担保型生活資金 ※ 1件 0件 0件 0円 

緊急小口資金 2件 2件 0件 200,000円 

総合支援資金 0件 0件 0件 0円 

臨時特例つなぎ資金 0件 0件 0件 0円 

合計 8件 6件 1件 2,762,000円 

   ※不動産担保型生活資金については現在審査中。 

 

（２）生活一時扶助金・食糧支援 

解雇や病気等の理由により、初回満額給料日や年金支給日等までに生計の維持が

困難な方への支援として、年 1 回 10,000 円を限度とする生活一時扶助金の交付、

フードバンクふじのくにより取り寄せた食糧や住民からいただいた食糧の提供を

実施しました。 

生活一時扶助金 食糧支援 

 

17件 

（交付総額 170,000円） 

60件 

 

 

（３）歳末見舞金の贈呈 

年末年始に、経済的に支援を必要とする方々が地域で安心して暮らすことができ

るよう、住民の善意から成り立つ歳末たすけあい募金を活用し、民生委員・児童委

員の協力を得て見舞金を贈呈しました。 

世帯数 世帯数

計 
贈呈総額 

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 

24件 38件 46件 19件 5件 3件 3件 138件 1,584,000円 

   ※見舞金は 1人世帯 8,000円、世帯内に 1人増えるごとに 2,000円増 
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９ 指定事業所の運営 

（１）介護保険事業所及び障がい福祉サービス事業所の運営 

利用者本位を基本とし、サービスの質の向上に努めながら住み慣れた地域で自分

らしく生活できるように、介護保険法に基づく「居宅介護支援」・「訪問介護」のサ

ービス、また、介護予防・日常生活支援総合事業の「訪問型(独自/定率)」・「訪問型

サービスＡ」のサービス、障がい者総合支援法に基づく「居宅介護」・「重度訪問介

護」のサービスを提供しました。 

 

①従事者数内訳（平成 31年 3月 31日現在） 

職種 常勤 非常勤 登録 計 

介護支援専門員 2名 1名 0名 3名 

ホームヘルパー 3名 7名 1名 11名 

合計 5名 8名 1名 14名 

 

②介護保険事業等収入内訳 

サービス名 件数 保険給付費 利用者負担額 計 

訪問介護 364件 21,277,935円 2,140,488円 23,418,423円 

訪問介護公費分 36件 572,814円 0円 572,814円 

訪問型(独自) 477件 7,267,993円 796,044円 8,064,037円 

訪問型(独自)公費分 98件 142,111円 0円 142,111円 

居宅介護支援 762件 9,160,782円 0円 9,160,782円 

予防計画作成 392件 1,891,334円 0円 1,891,334円 

合計 2,129件 40,312,969円 2,936,532円 43,249,501円 

 

  ③障がい福祉サービス事業収入内訳 

サービス名 件数 保険給付費 利用者負担額 計 

居宅介護 299件 9,803,020円 111,262円 9,914,282円 

重度訪問介護 0件 0円 0円 0円 

合計 299件 9,803,020円 111,262円 9,914,282円 
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（２）障がい者通所施設の運営 

利用者に様々な生きがいを提供できるように努めるとともに、可能性を広げる支

援の充実を目指し、生活介護事業所 2か所及び就労継続支援Ｂ型事業 1か所を運営

しました。 

 

  ①運営施設の概要 

ア．指定生活介護事業所えがお(所在地:新谷 190-2 定員：40名) 

作
業
内
容 

自主作業 

クッキー・パウンドケーキ作り、ジャム作り、着物リサイ

クル、アルミ缶・古紙・廃油リサイクル回収、作物栽培、

縫製品、紙すき、ビーズ製品 

下請作業 
ウッドチャーム型抜き、チラシ折り 

 

生
活
指
導
内
容 

日常生活 

支援 

基本生活習慣（食事・排泄・歯磨き・着脱等）の支援、自

立に向けた掃除・洗濯・買い物等の支援、創作活動、調理

実習、健康支援、身体機能の維持・向上のための支援ほか 

その他 

プール、クリスマス会、宿泊訓練、防災訓練、他施設・学

校等の交流会、希望外出、地域イベント参加、音楽療法、

園芸療法、運動療法、地域清掃、ボランティア交流会ほか 

 

イ．指定就労継続支援 B型事業所さわじ作業所(所在地:沢地 246-11 定員：20名) 

作
業
内
容 

自主作業 

木工製品、防災製品（黄色いハンカチ）、アルミ缶・古紙

リサイクル回収、レーザー加工製品、缶バッジ、共同店舗

運営、UVプリント加工 

下請作業 
清掃作業（体育館・保健センター）、しおり作り、バンド

巻、ネイル用品封入、近隣観光施設用製品作り 

生
活
指
導
内
容 

就労訓練 

基本生活習慣（食事・排泄・歯磨き・着脱等）の支援、作

業に必要な技能・接遇などの訓練、買い物訓練、余暇支援、

健康支援ほか 

その他 

機能訓練、ボランティア交流会、防災訓練、宿泊訓練、自

主活動、社会見学、地域交流祭り、調理実習、地域の小学

校・幼稚園との交流 
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ウ．指定生活介護事業所おんすいち(所在地:富田町 3-19 定員：20名) 

作
業
内
容 

自主作業 

ビーズ製品（ネックレス・ブレスレット・携帯ストラッ

プ）、野菜作り、縫製品、アルミ缶・古紙リサイクル回収、

クッキー・ジャム作り 

下請作業 
 

 

生
活
指
導
内
容 

日常生活 

支援 

基本生活習慣（食事・排泄・歯磨き・着脱等）の支援、調

理実習、創作活動、健康支援、身体能力維持・向上（スポ

ーツ・プール・歩行訓練等）ほか 

その他 
防災訓練、工場見学、宿泊訓練、買物訓練、希望外出、手

話、音楽療法、詩吟、地域交流ほか 

 

②年代別利用者数（平成 31年 3月 31日現在） 

区分 
えがお さわじ作業所 おんすいち 

合計 
男 女 男 女 男 女 

20歳未満 1名 2名 0名 0名 0名 0名 3名 

20～29歳 7名 5名 5名 0名 3名 5名 25名 

30～39歳 4名 7名 1名 4名 7名 3名 26名 

40～49歳 5名 2名 4名 4名 3名 0名 18名 

50～59歳 3名 3名 2名 2名 0名 0名 10名 

60歳以上 1名 0名 1名 0名 0名 0名 2名 

合計 
21名 19名 13名 10名 13名 8名 

84名 
40名 23名 21名 

 

③障がい別利用者数（平成 31年 3月 31日現在） 

区分 
えがお さわじ作業所 おんすいち 

合計 
男 女 男 女 男 女 

知的障がい 8名 10名 11名 10名 11名 6名 56名 

身体障がい 1名 0名 1名 0名 0名 0名 2名 

重複障がい 12名 9名 1名 0名 2名 2名 26名 

合計 21名 19名 13名 10名 13名 8名 84名 
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④開所日数及び利用者数 

区分 
えがお さわじ作業所 おんすいち 

開所日数 利用者数 開所日数 利用者数 開所日数 利用者数 

4月 19日 41名 19日 24名 19 日 21名 

5月 21日 40名 21日 24名 21日 21名 

6月 21日 40名 22日 24名 21日 21名 

7月 21日 40名 21日 23名 21日 21名 

8月 22日 40名 22日 23名 22日 21名 

9月 18日 40名 18日 23名 18 日 21名 

10月 22日 40名 22日 23名 22日 21名 

11月 21日 40名 21日 23名 21日 21名 

12月 18日 40名 18日 23名 18日 21名 

1月 19日 40名 19日 23名 19 日 21名 

2月 19日 40名 19日 23名 19 日 21名 

3月 19日 40名 19日 23名 19 日 21名 

合計 240日 481名 241日 279名 240 日 252名 

 

⑤利用者工賃概要 

区分 
当年度 前年度 

総額 1人当たり/月 総額 1人当たり/月 

えがお 2,760,564円 5,751円 2,523,611円 5,129円 

さわじ作業所 4,584,748円 19,208円 4,506,434円 19,018円 

おんすいち 907,446円 3,601円 978,839円 3,884円 

 

  ⑥障がい福祉サービス事業収入内訳 

施設名 サービス名 件数 保険給付費 

えがお 生活介護(通所) 419件 78,357,505円 

さわじ作業所 就労継続支援Ｂ型(通所) 275件 37,209,825円 

おんすいち 生活介護(通所) 252件 35,647,187円 

合計 946件 151,214,579円 
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１０ 受託施設の運営 

（１）社会福祉会館の運営（指定管理） 

三島市社会福祉会館は、社会福祉事業の振興と市民一人ひとりが福祉活動への関

心を深めその育成発展を図るために昭和 49 年 7 月に建設されました。この管理運

営を三島市から指定管理者として受託し、福祉活動の場を提供し市民の活動拠点と

して有効に活用していただきました。 

 

① 開館日数及び年間利用の状況 

   ・開館日数 341日 1日平均 63.2人 

利用種別 利用回数 利用人数 

民生委員関係 74回 1,196人 

身体障がい者関係 432回 5,949人 

老人福祉関係 88回 1,583人 

児童福祉関係 6回 182人 

更生保護関係 45回 1,082人 

社会福祉協議会関係 349回 3,793人 

その他 427回 7,775人 

合計 1,421回 21,560人 

 

② 指定管理者指定申請 

三島市社会福祉会館の令和元年から令和 5 年度分までの指定管理業務について、

引き続き受任できるように手続きを行いました。 

日付 内容 

平成 30年 8月 1日 
三島市社会福祉会館指定管理者募集要項等の配布 

（非公募） 

平成 30年 9月 19日 指定申請書提出 

平成 30年 10月 15日 三島市指定管理者審査委員会ヒアリング審査 

平成 30年 10月 24日 仮協定書締結 

平成 30年 11月 20日 三島市議会定例会で指定管理者決定 

 

（２）老人福祉センターの運営（指定管理） 

平成 30 年度より新たに 5 年間、三島市より指定管理者として指定を受けました

ので、引き続き老人福祉センターの設置目的を果たすべく、施設の適切な管理と運

営及び、利用者が生きがいを持ち楽しく仲間づくりができる心身の健康づくりの場

の提供に努め、老人クラブとの連携協力のもと、各種講座・教室等を開催し高齢者
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の健康増進、教養の向上・リクレエーションの場として次のように利用してまいり

ました。 

 

① 開館日数及び年間利用の状況 

   ・開館日数 291日 1日平均 229人 

団体利用者 個人利用者 合計 

8,306 人 58,370人 66,676人 

 

  ②事業・講座等 

名称 実施回数 受講・利用者数 

防犯教室 6回 650人 

交通安全教室 5回 573人 

救急救命講座 6回 675人 

健康教育講座 5回 537人 

教養講座 6回 690人 

音楽教室 6回 650人 

世代間交流会 5回 559人 

指ヨガ教室 5回 535人 

食育講座 6回 662人 

交通安全の性格判断 2回 253人 

折り紙教室 1回 84人 

クラブ活動／社交ダンス 23回 209人 

クラブ活動／習字 24回 376人 

クラブ活動／グラウンドゴルフ 132回 609人 

健康サロン 72回 1,630人 

その他 健康相談者数  1,967人 

合計 304回 10,659人 

 

 

１１ その他の事業 

（１）三島市共同募金委員会としての共同募金業務 

平成 15 年に社会福祉法人静岡県共同募金会と三島市社会福祉協議会の間に取り

交わされた事務申し立てに従い、三島市共同募金委員会の事務を担い、各種募金活

動や運営委員会の開催などを実施しました。 
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平成 30年度実績額 
赤い羽根共同募金 歳末たすけあい募金 

7,858,125円 2,619,719円 

 

（２）助成事業 

 下記団体が実施する事業を助成しました。 

団体名称 事業名 助成額 

三島市小中学校連

合修学旅行団体 

準要保護世帯児童への修学旅行費用の助成

(小学校 6年生 49件 5,000円/件) 
245,000円 

三島市中学校修学

旅行団体 

準要保護世帯生徒への修学旅行費用の助成

(中学校 3年生 69件 7,000円/件) 
483,000円 

三島市子ども会連

合会 

子どもカップ中央球技大会 100,000円 

子ども会フェスティバル 63,000円 

アウトリーダー講習会 100,000円 

三島地区保護司会 社会を明るくする運動 160,000円 

三島市民間社会福

祉施設協議会 
民間社会福祉施設職員の質の向上 225,000円 

三島市民生委員児

童委員協議会 

福祉活動に関する事業 412,000円 

広報紙「ぬくもり」の発行 100,000円 

三島市遺族会 戦没者等の慰霊・参拝事業 80,000円 

合計 7団体 1,968,000円 

 

（３）福祉車両・車椅子・介護補聴器の貸出事業 

在宅の外出困難な高齢者及び障がい者等の生活圏拡大と社会参加を支援し、日常

生活の向上を図ることを目的に実施しました。また、老朽化した福祉車両を平成 30

年 10月 19日に更新しました。 

福祉車両 

貸出 

車椅子 

貸出 

介護補聴器 

貸出 

 

60件 180件 0件 

※旧福祉車両は、赤い羽根共同募金助成 

金を活用して平成 14年５月 21日に取 

得。平成 30 年 10月 18日まで約 17年 

間稼働し、総利用件数 1,442件、総走 

行距離 43,957 ㎞でした。 
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（４）障がい者スポーツ大会参加支援 

    市内の障がい者支援事業所及び関係団体の会員が参加する三島市との共催事業

の障がい者スポーツ大会において、本会事業所の参加はもとより多くの方の参加推

進を図るため、バス 2 台を借り上げ、会場まで巡回バスを往復 1 回運行しました。 

 

（５）生きがい教室の運営 

介護予防事業の一環として、市の委託を受けて市立西小学校、東小学校、南小学

校の余裕教室 3箇所に「生きがい教室」を開設。家庭にとじこもりがちな高齢者に

交流の場を提供し、社会的孤立感の解消、自立生活の助長及び要介護状態になるこ

とを予防するため、各種サービスを提供しました。 

 

  ①利用状況 

 西小 

生きがい教室 

東小 

生きがい教室 

南小 

生きがい教室 
合計 

開所日数 231日 232日 231日 694日 

延べ利用者数 5,545人 6,494人 6,363人 18,402人 

平均利用者数 24.0人/日 28.0人/日 27.5人/日 26.5人/日 

 

  ②介護予防普及啓発事業の実施 

実施場所 回数 参加者 内   容 

    

西小 

生きがい教室 
13回 178人 

・３Ｂ体操／インストラクターの指導に

より楽しみながらストレッチ及び体操

を行ない介護予防に努めました。 

・健康表現体操／ストレッチ､筋力トレー

ニング､気功、表現体操などの運動要素

を取入れ、体力の維持・増進を図りまし

た。 

・音楽療法／歌唱や楽器演奏を通して、精

神的・心理的な効果を得ることにより

心身の健康維持と向上を図りました。 

東小 

生きがい教室 
14回 428人 

南小 

生きがい教室 
14回 199人 

 

（６）高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業 

    市営加茂住宅Ａ棟で実施している「高齢者世話付住宅(平成 31 年 3 月 1 日現在

18世帯 21名居住)」に対して 3名の生活援助員を配置し、2交代制のシフト勤務で

居住者に対する生活指導及び相談を充実するとともに、安否確認、一時的な家事援

助などの生活支援を実施しました。 
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（７）実習生の受け入れ 

    保健・医療・福祉の分野を総合的に学び、地域の人々の保健衛生・健康保全に貢

献できる看護職者の養成を目的に、順天堂大学保健看護学部の高齢者看護実習生を、

老人福祉センター、西小・東小・南小の各生きがい教室で受け入れ、次代の保健・

医療・福祉を担う人材育成に協力しました。 

受入期間 実習生 

平成 30年 8 月 20日～8月 23日（前期） 

平成 30年 9 月 3日～9月 6日 （後期） 

順天堂大学保健看護学部 

  前期・後期 計 45名 

 

（８）「平成 30年 7月豪雨災害」に係る呉市災害ボランティアセンターの運営支援 

    静岡県社会福祉協議会の派遣要請に基づき、広島県呉市災害ボランティアセンタ

ーの運営支援のため、職員 4名を派遣しました。 

派遣先 派遣期間 派遣人数 

広島県呉市 

平成 30年 8月 7日（火）～8月 11日（土） 1名 

平成 30年 8月 13日（月）～8月 17日（金） 1名 

平成 30年 8月 19日（日）～8月 23日（木） 1名 

平成 30年 8月 28日（火）～9月 1日（土） 1名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


